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㈱ケムカレントでは、「化評法 ⁻ 既存化学物質共同登録」について理解を深めるために 

ご要望の際に以下のように1:1相談サービスをご提供いたします。 

 

-下記- 

• 対象: 相談をご希望する企業 

• 日程: お客様のご要望に合わせて協議後に確定 

• 言語: 3ヵ国語のうちご要望の言語をご指定下さい。(韓国語/日本語/英語) 

• 相談方法: 要請により対面/非対面可能 

• 所要時間: 30~60分(Q&A時間を含む) 

• 詳細な内容: 

- 既存化学物質の共同登録概要のご説明 

- 登録予定の既存化学物質に対するデータギャップ(Data gap screening) 

- 物質別の登録戦略策定 

- 物質別登録時の予想費用を算出 

- 韓国政府の支援サービスの種類と詳細な内容のご説明 

- 協議体内での役割別、登録前後の準備事項 

- Q&A 

 

多くの関心及びご参加をお願いいたします。その他のお問い合わせがございましたらご連絡ください。 

ありがとうございます。 

 

※ 本ニュースレターには、詳細な告示内容をご確認いただけるよう添付ファイルが付いております。  

▪ Adobe Acrobat Reader: [表示→表示切り替え→ナビゲーションパネル→添付ファイル]を選択 

▪ その他のPDFビューア: [表示]メニューにて添付ファイル表示などを選択 
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化評法(K-REACH) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
 

[化学物質安全院告示第2025-30号］「化学物質の有害性審査結果」 一部改正 

「化学物質の登録及び評価などに関する法律」第21条及び同法施行規則第28条により、「化学物質の

有害性審査結果」を改正・告示します。 

主な内容 

▪ 登録通知済みの化学物質に対する有害性審査結果告示  

▪ 既に告示された化学物質のうち、追加資料を確保などに伴う改正(計100種) 

▪ 有害性審査が完了した化学物質の名称(CAS No.)、人体など有害性物質の該非、主な有害性など

を告示 

参考資料 

化学物質安全院(https://nics.mcee.go.kr/sub.do?menuId=36>お知らせ>法令情報>安全

院告示/例規/公告、番号218、登録日2025.12.30) 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
 

有害化学物質含有量確認試験法に関する案内書(II)及び解説書(II）の意見聴取 

化学物質安全院では、混合物内の有害化学物質含有量基準の確認を目的として、2020年から段階的

に試験法開発研究を実施しております。 

試験法開発、検証及び適用性の確認を終えた126種物質について、試験法案内書と解説書が整備され

たことから、関係者の皆様からのご意見を募集します。 

主な内容 

有害化学物質の含有量確認試験法は、第1段階(試験法の草案)、第2段階(他機関と交差検証)、第

3段階(補完・検討を経た試験法(案)の確定)という手順で策定されており、これにより確率された126物質

に対する含有量確認試験法の案内書と解説書を公開します。 

▪ 案内書:試験法の適用範囲および意義、段階別試験法策定手続、有害化学物質の定義、主要試

験方法および結果の解釈方法、開発完了試験法の物質リスト等を掲載 

▪ 解説書:主要試験法および関連用語、管理対象化学物質一覧、含有量確認のための詳細試験方

法等を収録 

意見提出先  

本試験方法について、ご意見のある個人もしくは機関、団体は2026.1.31までに意見書を作成し、化学

物質安全院⾧(化学物質登録評価チーム TEL:032-560-8691、jsssws100@korea.kr)までに

提出してください。 

参考資料 

化学物質情報処理システム(https://kreach.mcee.go.kr/repwrt/portal/notifyList.do?BOAR

D_DVSN=ALL> お知らせ、掲示番号414、登録日 2026.01.02) 
 

政府所有の有害性試験資料使用承認申請マニュアル及び試験資料一覧のご案内 

政府所有有害性試験資料の使用承認申請マニュアルおよび試験資料一覧について、化学物質情報処

理システムにおいて使用承認申請が可能な化学物質および殺生物物質の有害性試験資料一覧と、使用

承認申請マニュアルを公表します。 

 

詳細な申請方法はマニュアルの申請手続きをご参照ください。 

▪ お問い合わせ: 韓国環境公団 信頼性保証部 

（Tel.032-590-4774, 4957, Email.lpdata@keco.or.kr) 

参考資料 

化学物質情報処理システム(https://kreach.mcee.go.kr/repwrt/portal/notifyList.do?BOAR

D_DVSN=ALL> お知らせ、掲示番号415、登録日 2026.01.06) 
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化学製品安全法(K-BPR) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
 

[法律第21310号]「生活化学製品及び殺生物剤の安全管理に関する法律」一部改正法律 

改正理由 

▪ 化学物質低減および環境配慮型製品の促進 

化学物質低減技術の開発および環境配慮型製品の生産を促進するため、「化学物質低減優秀製

品」に関する法的根拠を新設し、政府による技術的・財政的支援の根拠を設けました。 

▪ 殺生物製品承認手続の円滑化 

殺生物製品の承認申請遅延により評価期間の確保が困難となっている問題を解消するため、製品承

認に関する経過措置期間を延⾧できる根拠を設けました。 

主な内容 

イ. 第3条(定義)の第14号「化学物質低減優秀製品」の定義を新設 

14.「化学物質低減優秀製品」とは、生活化学製品または殺生物剤のうち、危害性のある化学物

質の使用を著しく低減する、または人体に有害な化学物質をより危害性の低い化学物質に代替し

た製品として、気候エネルギー環境部⾧官が定めて告示する選定基準に適合する製品をいう。 

ロ. 法律第21125号 生活化学製品及び殺生物剤の安全管理に関する法律(以下、化学製品安全

法)の一部改正法律第34条に第4項「表示·広告の範囲とその他必要な事項」に関する内容を新設

します。 

④ 第2項に基づく表示・広告の範囲およびその他必要な事項は、気候エネルギー環境部令で定める。 

ハ. 第45条は中小企業支援方案を規定する条項として、「化学物質低減優秀製品の生産および普及の

ための技術的・財政的支援」に関する法的根拠を新設します。 

ニ. 化学製品安全法附則＜法律第15511号＞第3条第1項第1号但書を新設し、経過措置期間を

延⾧します。 

第3条(殺生物製品の製品承認等に関する経過措置) ～～省略～～ 

1.殺生物製品に含まれるすべての殺生物物質が承認猶予対象の既存殺生物物質である場合: 

第18条第3項第3号による承認猶予期間の終了日(承認猶予期間が異なる二つ以上の承認猶

予対象既存殺生物物質が含まれている場合には、当該殺生物製品の類型に指定·告示された既

存殺生物質の承認猶予期間終了日のうち最後に到来する終了日をいう)から2年以内。ただし、

承認猶予期間の終了日から1年が経過する前に第21条第1項により製品承認を申請した場合

には、承認猶予期間の終了日から3年以内とする。 

参考資料 

電子官報(https://gwanbo.go.kr/user/search/searchDaily.do、告示日 2025.12.31.) 

 



 

 

Vol.58 

January 

 Tel +82-2-2069-2300 (代表電話)

 E-mail chem@chemcurrent.net 

 

化
評

法
(K

-R
E
A

C
H

) 
化

学
製

品
安

全
法

(K
-B

P
R

) 
産

安
法

(I
S

H
A

) 

[気候エネルギー環境部令第21号]「生活化学製品及び殺生物剤の安全管理に関する法律」施行

規則一部改正令 

改正理由 

ㆍ 殺生物物質・製品管理情報の公開拡大 

殺生物物質および殺生物製品の安全な管理のために製造施設の所在地を公開対象情報に追加 

ㆍ 殺生物製品承認手続の簡素化 

変更承認等の申請時、承認機関が既に保有している承認通知書等を提出書類から除外し、申請

者の利便性を向上 

参考資料 

電子官報(https://gwanbo.go.kr/user/search/searchDaily.do、告示日 2025.12.31.) 

 

[化学物質安全院告示第2026-1号］「承認猶予対象既存殺生物物質の指定」告示一部改正 

改正理由 

改正された化学製品安全法(2020.03.24施行)第18条第3項により、申告した既存殺生物物質を承

認猶予対象既存殺生物物質に追加指定告示します。 

主な内容 

イ. 既存指定物質に対する殺生物製品類型の追加指定 

[別表]のうち、「91」、「102」に使用可能な殺生物製品類型を追加指定し承認猶予期間を付与 
No. 承認猶予対象 

既存殺生物物質の名称 
固有番号 

(CAS No.) 
使用可能な殺生物製品類型 承認猶予期間 

91 Calcium dihydroxide 1305-62-0 3-ロ. 製品表面処理用保存剤 2027.12.31 
102 Copper monoxide 1317-38-0 3-ハ. 繊維・革用保存剤 2027.12.31 

ロ. 承認猶予対象既存殺生物物質の追加指定 - [別表]にて下記の連番で承認猶予対象既存殺

生物物質の追加指定及び承認猶予期間を付与 
No. 承認猶予対象 

既存殺生物物質の名称 
固有番号 

(CAS No.) 
使用可能な殺生物製品類型 承認猶予期間 

356 Silver silicate glass 付与されて 
いない 

3-イ. 製品保存用保存剤  2027.12.31 
3-ロ. 製品表面処理用保存剤 2027.12.31 
3-ハ. 繊維・革用保存剤 2027.12.31 

参考資料 

電子官報(https://gwanbo.go.kr/user/search/searchDaily.do、告示日 2026.01.15.) 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
 

[国際承認評価完了物質]国際的に評価が完了された殺生物物質(2027年対象) 

化学物質管理システムでは、国際的に評価が完了された殺生物物質(2027年)対象をお知らせします。 

▪ 対象:2027年承認猶予対象物質のうち、国際評価完了物質 計35物質 

※製品保存用保存剤、製品表面処理用保存剤、繊維・皮革類用保存剤 

除外:評価情報が確認できない物質（34物質） 

▪ 対象確認基準:EUおよび米国の殺生物物質評価報告書を評価国の公式機関ホームページで確

認した場合 

※ 外部検索（Google等）で入手した評価報告書は認められません。 

▪ 対象除外:下記の場合、国際評価完了物質に該当しません。 

- 物質の化学的組成（物質の状態、異性体の比率など）が評価報告書の物質と異なる場合 

- 物質純度が「物質同等性認定規定」*による主成分認定の範囲に属さない場合 

*「物質同等性と製品類似性の認定基準、認定申請資料の作成範囲及び作成方法等に関する規

定」 [別表1] 化学的組成に対する物質同等性認定基準: (単一成分) 最小含量 ≥ 80%、(多

成分) 10% ≤ 各主成分含量 ≤ 80% 

参考資料 

化学製品管理システム>お知らせ>殺生物剤、登録日 2025.12.30.) 

(https://chemp.mcee.go.kr/web/board/1?_csrf=13fe99f8-98e0-4f92-aec5-adcc62fc6012&pag

e=1&TASK_CLSF_CD=3&TASK_CL_CD=&pSearchType=ALL&pSearchWord=&pageSize=10) 

 

殺生物製品の表示ガイドライン 

化学製品安全ポータルサイトでは、「殺生物製品表示ガイドライン」を配布します。 

参考資料 

化学製品管理システム(https://ecolife.mcee.go.kr/ecolife/board/1>お知らせ>殺生物剤、番

号28、登録日 2025.12.31) 
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2026年 安全確認対象生活化学製品および殺生物剤の製造・輸入量報告のご案内 

「化学製品安全法」第49条による安全確認対象生活化学製品又は殺生物剤の製造・輸入者の義務

事項である「製造·輸入量資料報告」に対するユーザーマニュアルを公示します。 

対象 

▪ 2024~2025年の期間中に安全確認対象生活化学製品を製造または輸入した者 

▪ 2024~2025年の期間中に殺生物物質を製造または輸入した者 

※ 既に実施した「生活化学製品及び殺生物製品の製造·輸入企業を対象とした実態調査」 

(‘25.4.7~4.30)に資料を提出した企業の場合、2024年の資料に限り免除 

対象資料 

▪ 安全確認対象生活化学製品を製造または輸入した者: 2024～2025年の間に製造または輸入し

た製品の重量·容量別、年度別数量 

※ 申告製品の資料は代表製品と派生製品をそれぞれ用意、各製品別に複数の重量·容量がある

場合、それぞれ数量を入力できるように準備 

▪ 殺生物物質を製造または輸入した者: 2024～2025年の間に製造または輸入した殺生物質の年

度別総量（製造·輸入した物質の全重量または体積を合算した値） 

資料提出方法 

▪ 事業者別に化学製品管理システムに加入した担当者IDでログインして提供されるリスト(ユーザー別

申告·承認製品リスト自動表出)について資料入力 

▪ 製造·輸入していない場合でも、製造·輸入量を0と入力して提出すると報告が完了 

資料提出関連スケジュール 

▪ システムユーザーマニュアル及びQ&A提供(気候エネルギー環境部化学製品管理システム):  

2025.12.31 

▪ 化学製品管理システムで実績入力(事業者): 2026.1.5～2026.3.31 

▪ 資料検証、未提出者確認·措置など(気候エネルギー環境部): 2026.4.1～ 

資料提出に関するお問い合わせ 

▪ 事業所所在地管轄の環境庁にお問い合わせください。 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.mcee.go.kr/web/board/1>お知らせ>申告対象安全

確認対象生活化学製品、登録日 2026.01.07) 
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承認対象の安全確認対象生活化学製品の殺生物製品への転換に伴う製品取り下げ申請の

再案内 

化学物質安全院では、承認対象の安全確認対象生活化学製品が殺生物製品に転換されたことによる

製品取下げ申請をお知らせします。安全確認対象生活化学製品(加湿器用消毒·保存剤など6種)のう

ち、殺生物物質を使用して製造·輸入される製品は2026年1月1日から殺生物製品に転換管理されま

す。当該製品は経過期間中に製造·輸入·販売が可能ですが、製品承認猶予期間および販売などに関

する経過措置終了後には、不法製品と誤認されるなど不利益が発生する可能性があるため、製造·輸入

などの計画がない製品に対して取下げ措置を勧告します。  

▪ 対象:安全確認対象生活化学製品（殺生物製品への転換対象6種*）製造·輸入業者 

*加湿器用消毒·保存剤、保健用殺虫·忌避剤、感染症予防用殺菌·消毒·殺虫·殺鼠剤など 

▪ 申込期限: ~2026.01.30.(金)まで 

▪ 申し込み方法: 化学製品管理システムのお知らせ内の「取り下げ申請マニュアル」をご参考ください。 

▪ お問い合わせ先: 代表電話(1800-4840) 

参考資料 

(旧)化学製品管理システム(https://chempold.keiti.re.kr/cop/bbs/selectBoardList.do?bb

sId=BBSMSTR_000000000001&QAtypeStr=NIER >  

お知らせ>申告対象安全確認対象生活化学製品(技術院)、番号51、登録日 2026.01.13) 
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産業安全保健法(ISHA) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
 

[雇用労働部公告第2025-486号]「新規化学物質の名称等公表」 

主な内容 

産業安全保健法第108条第3項及び同法施行規則第153条に従い、新規化学物質の名称、有害性・

危険性、年間製造・輸入量及び労働者の健康障害予防のための措置事項を次のように公告します。 

参考資料 

雇用労働部(https://www.moel.go.kr/news/notice/noticeList.do>ニュース>お知らせ事項､

番号: 7460、登録日: 2025.12.30) 

※ 詳細な内容は本PDFの添付ファイル 01_MOEL_2025-486.pdf をご参考下さい。 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
※ 1月産業安全保健法-国内動向に関する内容はありません。 
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고용노동부공고 제2025-486호


｢산업안전보건법｣ 제108조제3항 및 같은 법 시행규칙 제153조에 따라 신규화학물질의 명칭, 유해성․위험성, 연간 


제조·수입량 및 노동자 건강장해 예방을 위한 조치사항을 다음과 같이 공고합니다.


2025년    12월    30일


고 용 노 동 부 장 관


※ 일련번호: 25-25-00 (공표년도-접수년도-접수번호)


※ 유해성·위험성: 사업주가 제출한 독성자료의 범위 내에서 국내외 화학물질정보 DB 등을 활용하여「화학물질의 
분류·표시 및 물질안전보건자료에 관한 기준」(고용노동부고시 제2025-50호)에 따라 유해성·위험성을 분류


   * 참고, 독성시험 등 추가 연구를 통해 새로운 유해성·위험성 정보가 확인될 수 있으며, 동 유해성·위험성 
평가 결과를 바탕으로 물질안전보건자료(MSDS) 작성시 판단된 유해성·위험성 정보와 병행하여 작성토록 안내


※ 노동자 건강장해 예방을 위한 조치사항: 유해성·위험성 정보란에 기재사항이 없더라도 신규화학물질 
취급노동자가 화학물질에 장·단기 노출될 경우 등을 대비하여 사업주가 취해야 하는 기본적인 조치사항을 제시


신규화학물질의 명칭, 유해성․위험성, 연간 제조·수입량 및 조치사항


일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


25-25-158
(환)


Imidodisulfurylfluoride


(CAS No. 14984-73-7)


○ 피부 부식성/피부 자극성 
구분1(피부 부식성)


○ 심한 눈 손상성/눈 자극성 
구분1(심한 눈 손상성)


10톤 
미만　


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-159


Alkenoic(C=3~7) 
acid,bis[(heteropolycycle)


alkyl(C=1~5)]
-alkane(C=3~7)yl]ester


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-160


Triphenylsulphonium 
chloride


(CAS No. 4270-70-6)


○ 급성 독성 
구분3(경구)


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-161


9H-Fluorene, 
9,9-bis[4-[(ethenylphenyl)
methoxy]-3-methylphenyl]-


(CAS No. 부여되지 않음)


○ 해당없음
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


25-25-162


2-Propenoic acid, 
2-methyl-,hexahydro-2-
oxo-3,5-methano-2H-
cyclopenta[b]furan-6-yl 


ester


(CAS No. 254900-07-7)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-163


Bis(carbomonocyclic-
heteromonocycle-2-yl)-
[carbomonocyclic]-3-


carbonitrile 


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-164
(환),


25-25-193
(환)


Palmitoyl chloride


(CAS No. 112-67-4)


○ 급성 독성 
구분4(경피)
○ 피부 부식성/피부 자극성  


구분2(피부 자극성)
○ 피부 과민성 구분1


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-166
(환)


N1,N2-Bis
(1,1-dimethylethyl)-1,2-


ethanediamine


(CAS No. 4062-60-6)


○ 급성 독성 
구분4(경구) 
○ 피부 부식성/피부 자극성 


구분1(피부 부식성)
○ 심한 눈 손상성/눈 자극성 


구분1(심한 눈 손상성)
○ 만성 수생환경 유해성 


구분3


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-167


2’-Chloro-5’-(4,6-diphenyl
-1,3,5-triazin-2-yl)-


[1,1’-biphenyl]-3-carbonitrile


(CAS No. 3040263-81-5)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-168


2,4-Diphenyl-6-[2-(4,4,5,5
-tetramethyl-1,3,2-


dioxaborolan-2-yl)phenyl]
-1,3,5-triazine


(CAS No. 1696425-27-0)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-169


1-Hydroxy-1H-
Benzotriazole


(CAS No. 2592-95-2)


○ 폭발성 물질 등급 1.3
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-170
(환)


4,4'-(1-Methylethylidene)
bisphenol polymer with 
2,2'-[(1-methylethylidene)
bis(4,1-phenyleneoxyme


thylene)]bis[oxirane], 
4-(1,1-dimethylethyl)


phenyl ethers


○ 해당없음
10톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


(CAS No. 3066748-01-1)


25-25-171


Poly[oxy(2,6-dimethyl-1,
4-phenylene)], 


ω,ω′-(1-methylethylidene)
bis[α-[(4-ethenylphenyl)


methyl]- 


(CAS No. 1958817-88-3)


○ 해당없음
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-173


1,1,1,2,3,3-hexafluoro-3-
[2-(1,1,2,3,3,3-hexafluor
opropoxy)ethoxy]-propane


(CAS No. 479075-22-4)


○ 만성 수생환경 유해성 
구분2


1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-174


Reaction product with 
poly(ethylene glcyol) 
diglycidyl ether and 


ammonia


(CAS No. 2920751-34-2)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-175
(환)


Dimethyl phosphonate 
polymer with 


2-butyl-2-ethyl-1,3
-propanediol and 


1,6-hexanediol


(CAS No. 1651163-79-9)


○ 피부 부식성/피부 자극성 
구분1(피부 부식성)


○ 심한 눈 손상성/눈 자극성 
구분1(심한 눈 손상성)


○ 만성 수생환경 유해성 
구분3


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-176


Formaldehyde polymer with 
(substitutedalkyl(C=1~3)) 
heteromonocyclic and 


phenol with Bisphenol F and 
alkanol(C=2~4)amine


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-177


Reaction product with 
toluene substituted, 


neoalkyl(C=3~6) glycol, 
alkyl(C=1~3)alkane


(C=1~4),(hydroxyalkyl
(C=1~3))alkyric(C=2~5) 


acid and phenol


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-178
bicarbomonocyclic 
tricarbomonocyclic 


heteropolycycle 
○ 해당없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


25-25-179


(((Alkyl(C=18~22)
-carbopolycylicyl)alkyl


(C=1~5)substituted)alkyl
(C=1~5))halogenated 


alkali earth metal


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-183
(환)


1,1'-(1,2-Ethanediyl)bis
[4-ethenylbenzene]


(CAS No. 48174-52-3)


○ 만성 수생환경 유해성 
구분4


10톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-184


1,2-Propanedione, 
1-phenyl-, 


2-(O-benzoyloxime)


(CAS No. 17292-57-8)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-186


(Chloromethyl)
triethoxysilane


(CAS No. 15267-95-5)


○ 심한 눈 손상성/눈 자극성 
구분2(눈 자극성)


○ 인화성 액체 구분3


1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-189


((Carbopolycyclic-yl)-
(heteropolycyclic-yl)-


carbomonocyclic 
carbopolycyclic-


heteromonocycle)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-190


((Carbopolycyclic-yl)-
(heteropolycyclic-yl)-


carbomonocyclic-
heteromonocycle)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-191
(환)


[[2,2'-[(2-Hydroxyethyl)
imino-κN]bis[ethanolato
-κO]](2-)][1,2,3-propane
triolato(2-)-κO1,κO2]


titanium


(CAS No. 3007594-00-2)


○ 해당없음
10톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-192


Phosphoric trichloride, 
reaction products with 


propylene oxide


(CAS No. 1244733-77-4)


○ 만성 수생환경 유해성 
구분3


1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 







- 5 -


일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-194


Bis((alkyl(C=2~6)oxyphenyl) 
(alkyl(C=1~5)phenyl)


amino)-9-((diphenylcarb
amoyl)phenyl)


heteropolycyclic-ylium-alkyl 
(C=1~5)benzenesulfonate


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-195


Hexadecyltrimethylammonium, 
[[(dialkyl(C=1~5)phenyl)
amino][(dialkyl(C=1~5) 


sulfophenyl)imino]
heteropolycyclic-yl]


benzenesulfonate (1:1)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-196
Hydroxycarbomonocycle-


alkyl-alkyl-
hydroxycarbomonocycle


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-197


Benzenesulfonic acid, 
4-[[2-[2-[3,3'-dichloro-


4'-[2-[1-[[(2-methy|phenyl)
amino]carbonyl]-2-
oxopropyl]diazenyl]
[1,1'-biphenyl]-4-yl]


diazenyl]-1,3-dioxobutyl]
amino]-


(CAS No. 775271-44-8)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-198
(환)


5-[[[cis-4-(1,1-Dimethylethyl)
cyclohexyl]carbonyl] 


amino]-N1,N3-bis[cis-4-
(1-methylethyl)cyclohexyl]
-1,3-benzenedicarboxamide


(CAS No. 2649373-38-4)


○ 만성 수생환경 유해성 
구분4


10톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-199


2-Propenoic acid, 
2-methyl-,2-methyltricyc
lo[3.3.1.13,7] dec-2-yl 
ester polymer with 
2-Propenoic acid, 


2-methyl-, 
hexahydro-2-oxo-3,5-m
ethano-2H-cyclopenta 
[b]furan-6-yl ester and 


2-Propenoic acid, 
2-methyl-, 


(2-oxo-1,3-dioxolan-4-yl)
methyl ester, 
Propanenitrile, 


2,2’-(1,2-diazenediyl)bis 
[2-methyl-initated


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


(CAS No. 부여되지 않음)


25-25-200


1-(2,7-dibutoxy-1-
naphthalenyl)tetrahydro
thiophenium salt with 
1,1,2,2,3,3,4,4,4-nonaflu
oro-N-[(1,1,2,2,3,3,4,4,4-
nonafluorobutyl)sulfonyl]
-1-butanesulfonamide(1:1)


(CAS No. 2763819-23-2)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-201


N-(bicarbomonocycle-yl)
-N-(dimethyl-carbomon
ocycle-H-carbopolycycle 
-yl)-methylheteropolycycle


-amine


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-203
(환)


2-Pentanone, 
2,2',2''-[O,O',O''-


(ethenylsilylidyne)trioxime]


(CAS No. 58190-62-8)


○ 급성 독성 
구분4(경구)
○ 심한 눈 손상성/눈 자극성 


구분2(눈 자극성)


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-204
(환)


2-Pentanone, 
2,2',2''-[O,O',O''-(methyl


silylidyne)trioxime]


(CAS No. 37859-55-5)


○ 급성 독성 
구분4(경구)
○ 심한 눈 손상성/눈 자극성 


구분2(눈 자극성)


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-205
(환), 


25-25-206
(환)


Hexanedioic acid 
polymer with 


2,2-dimethyl-1,3-
propanediol, 


2-ethyl-2-(hydroxymethyl)
-1,3-propanediol, 


1,3-isobenzofurandione 
and 


3a,4,7,7a-tetrahydro-1,3
-isobenzofurandione, 


phosphate


(CAS No. 862420-92-6)


○ 해당없음
100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-207


1,4-Diazoniabicyclo 
[2.2.2]octane, 


1,4-bis[(4-ethenylphenyl)
methyl]-,chloride(1:2)


○ 급성 독성 
구분4(경구)
○ 피부 부식성/피부 자극성 


구분1(피부 부식성)


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
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수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


(CAS No. 164393-35-5)
○ 심한 눈 손상성/눈 자극성 


구분1(심한 눈 손상성)
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-208
(환)


1,1′-[2-Ethyl-2- 
[(1-oxo-2,4-hexadien-1-yl)


oxy]methyl]-1,3- 
propanediyl] 


2,4-hexadienoate


(CAS No. 2307636-51-5)


○ 해당없음
10톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-211


Propanoyl fluoride, 
2,3,3,3-tetrafluoro-2-


[1,1,2,3,3,3-hexafluoro-2
-(1,1,2,2,3,3,3-heptafluo
ropropoxy)propoxy]-,


polymerwith2,2,3
-trifluoro-3-(trifluoromethyl)
oxirane,reactionproduct
swith3,3′-(3,3,4,4,5,5,6,6,
7,7,8,8-dodecafluoro-1,10
-decanediyl)bis[3-[(dimethyl
silyl)oxy]-1,1,5,5-tetrame


thyltrisiloxane]and3-
(ethenyldimethylsilyl)-N-


methylbenzenamine


(CAS No. 241148-23-2)


○ 해당없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


25-25-213
Citraconic anhydride


(CAS No. 616-02-4)


○ 급성 독성 
구분3(경피)
○ 피부 부식성/피부 자극성 


구분1(피부 부식성)
○ 심한 눈 손상성/눈 자극성 


구분1(심한 눈 손상성)
○ 피부과민성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 


구분3


1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기 등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함





